
私の肉では分からないけれど、意識は知っています。心は意識

はすでに未来でした。

その時の思いは温かいとか嬉しいとかそんなものを飛び越えた

感覚でした。言葉ではありませんでした。何の抵抗もなく、 私「

」 。「 。は意識です と思えました あなたは苦しい存在ではありません

。 、 、 。 、あなたは意識です ありがとう ありがとう ありがとう ああ

嬉しい、嬉しい、嬉しいです とそう語っていました。自分のこ」

の心をこの思いを信じてまたやっていきます。ありがとうござい

ました。


